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論　　文　　の　　要　　旨

　高性能X線多層膜反射鏡の実現を目的として，多層膜のコーティング薄膜化技術とその評価方法の

確立を行い，以下の結論を得た。

1）X線多層膜反射鏡は，界面の急峻さ，面粗さの観点からアモルファス構造が有効で，蒸着法では

低温蒸着，スパッタ法では基板バイアスの印加によって実現することができる。

2）多層膜の内部応力によって生じる基板歪量の測定から，多層膜反射鏡の設計に際して，基板形状

の材料力学的検討が必要となる。

3）X線多層膜反射鏡の耐熱性について，Ni／C多層膜反射鏡では300℃以下，200時聞以上で，反射

特性にほとんど変化は生じず，安定に機能する。

4）X線多層膜反射鏡に対する評価方法として，面粗さに対して走査型トンネル顕微鏡，膜厚評価と

しては収東イオンビーム加工装置と断面透過電子顕微鏡の組み合わせが有効である。

審　　査　　の　　要　　旨

高性能のX線用反射鏡の製作技術の確立は，十！構造半導体デバイスを始めとして，各種新デバイ

ス実現の為に必要欠くべからざる技術である。本論文では，多様な評価技術を駆使して多層膜の物性

を多角的に求め，製作最適設計および製作条件を求めると共に，評価法を確立しており，その他の技
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術およぼす影響ははかり知れない程大きく，その成果は高く評価できる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。

一594一


